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第
31
回 

明
治
神
宮
人
形
感
謝
祭
を
開
催

人
形
に
感
謝
す
る
会

　

人
形
に
携
わ
る
企
業
人
と
そ
の
企

業
・
団
体
で
組
織
さ
れ
て
い
る
「
人

形
に
感
謝
す
る
会
」（
北
白
川
慶
子

会
長
）
は
十
月
六
日
㈰
、
東
京
都
渋

谷
区
の
明
治
神
宮
に
お
い
て
、
第
三

十
一
回
人
形
感
謝
祭
を
開
催
し
た

（
後
援
／
〈
一
社
〉
日
本
人
形
協
会
、

協
力
／
〈
一
社
〉
日
本
玩
具
協
会
・

東
京
玩
具
人
形
協
同
組
合
・
東
京
都

ひ
な
人
形
卸
商
協
同
組
合
・
東
京
都

雛
人
形
工
業
協
同
組
合
・〈
一
社
〉

日
本
人
形
玩
具
学
会
、
協
賛
企
業
二

十
社
）。

　

今
年
八
月
に
、
明
治
神
宮
鎮
座
百

年
祭
記
念
事
業
の
一
環
で
あ
る
社
殿

群
の
修
復
工
事
が
完
了
。
新
し
く
な

っ
た
銅
板
屋
根
の
本
殿
に
て
、
祭
典

が
行
わ
れ
た
。
大
太
鼓
連
打
で
始
ま

り
、
御
霊
あ
げ
、
神
職
に
よ
る
祓
い

の
「
清
祓
の
儀
」、
巫
女
に
よ
る
神

楽
「
浦
安
の
舞
」
の
奉
奏
、
玉
串
奉

奠
と
つ
づ
い
た
。
感
謝
祭
の
神
事
は
、

最
後
に
大
太
鼓
の
連
打
で
終
了
と
な

っ
た
。

　

受
付
が
始
ま
っ
て
し
ば
ら
く
し
て

か
ら
激
し
く
雨
が
降
り
出
し
た
が
、

参
加
者
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
つ
づ

い
た
。
人
形
を
納
め
、
ひ
と
が
た
の

屋根が新しくなった本殿

日本語のほかに英語・韓国語・
中国語の説明を書いたボード
が随所に備え付けられた。熱
心に読む外国人観光客

自分たちが持って来た人形
を見つけて、最後の別れ

記
入
と
奉
納
の
あ
と
は
、
自
分
が
持

ち
込
ん
だ
人
形
が
飾
ら
れ
た
奉
納
台

で
写
真
撮
影
す
る
姿
も
。
終
盤
に
は

好
天
と
な
り
、
日
本
独
自
の
文
化
を

多
く
の
外
国
人
観
光
客
が
興
味
深
そ

う
に
見
学
し
て
い
た
。

　

ま
た
今
回
も
、（
一
社
）
日
本
人

形
玩
具
学
会
の
会
員
た
ち
に
よ
っ
て
、

御
所
人
形
や
三
つ
折
れ
人
形
な
ど
、

雨の中での祭典となった

第25回 思い出人形展

山
田
德
兵衞

実行
委員長と北白川会長

今年も（一社）日本人形玩具学会の
協力を得て鑑定保存された歴史的・
文化的価値のある人形類を展示する
「第 25 回 思い出人形展」を開催。
会期中の 10 月４日㈮から６日㈰は、
社務所内特設会場に多くの来場者が
訪れた。

歴
史
的
・
文
化
的
に
貴
重
な
人
形
も

看
取
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
同
神
宮
で

大
切
に
保
存
さ
れ
、
毎
年
行
わ
れ
る

「
思
い
出
人
形
展
」
で
展
観
で
き
る
。

　

今
年
の
参
加
者
は
約
七
千
人
、
持

ち
込
ま
れ
た
人
形
類
は
約
四
万
二
千

体
。
本
殿
前
庭
に
は
、
回
廊
と
回
廊

下
以
外
に
も
特
設
テ
ン
ト
が
設
け
ら

れ
た
。
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人
形
感
謝
代
行
サ
ー
ビ
ス

第
15
回
感
謝
祭
を
斎
行

（
一
社
）
日
本
人
形
協
会

　

十
月
二
十
四
日
㈭
、（
一
社
）
日

本
人
形
協
会
は
東
京
都
千
代
田
区
の

東
京
大
神
宮
で
、
人
形
感
謝
代
行
サ

ー
ビ
ス
第
十
五
回
感
謝
祭
を
実
施
し

た
。
平
成
三
十
年
十
月
一
日
か
ら
令

和
元
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
全
国
か

ら
の
申
し
込
み
件
数
は
、
四
千
百
五

十
四
件
と
な
っ
た
。

　

同
協
会
か
ら
の
参
加
者
は
、
金
林

健
史
会
長
、
倉
片
順
司
広
報
委
員
長
、

駒
田
健
治
事
務
局
長
の
三
人
。
ま
た
、

人
形
感
謝
代
行
サ
ー
ビ
ス
事
務
局
の

伊
藤
友
紀
代
表
、
日
本
郵
便
㈱
の
高

橋
春
彦
氏
、
旭
化
成
ホ
ー
ム
ズ
㈱
の

第
５
回 

節
句
予
祝
の
会

を
開
催

　

十
一
月
五
日
㈫
、
愛
知
県
名
古
屋

市
の
「
愛
知
菓
子
会
館 

三
階
会
議

室
」
に
お
い
て
、
第
五
回
節
句
予
祝

の
会
（
暮
石
雅
也
代
表
理
事
）
が
行

わ
れ
た
。
参
加
者
は
十
九
名
。

　

こ
の
節
句
予
祝
の
会
は
、
明
る
い

将
来
の
展
望
が
描
け
る
節
句
人
形
業

界
に
す
る
た
め
に
、
持
続
可
能
な
啓

蒙
の
形
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
、
を

主
な
趣
旨
と
し
て
結
成
さ
れ
た
。
メ

ン
バ
ー
の
就
業
地
域
・
年
齢
・
業
態

な
ど
を
不
問
と
す
る
有
志
の
会
。（
一

社
）
日
本
の
節
句
文
化
を
継
承
す
る

会
（
徳
永
深
二
会
長
）
の
『
未
来
へ

の
懸
け
橋
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
参
集

し
た
こ
と
が
発
足
の
き
っ
か
け
と
な

っ
た
。「
予
祝
」
と
は
〈
あ
ら
か
じ

め
祝
う
、
前
祝
い
〉
の
意
味
で
、
期

待
す
る
結
果
を
あ
ら
か
じ
め
模
擬
的

に
表
現
す
る
と
、
そ
の
と
お
り
の
結

果
が
得
ら
れ
る
、
夢
が
実
現
す
る
と

い
う
風
習
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
。

　

第
五
回
で
は
前
回
決
議
さ
れ
た

「
ひ
な
素
麺
」
の
事
業
化
と
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
利
用
し
た
節
句
の
ア
ピ
ー
ル
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

　
「
ひ
な
素
麺
」
は
、
実
際
に
あ
っ

た
風
習
か
ら
着
想
を
得
た
企
画
。
ひ

な
祭
り
を
祝
っ
た
あ
と
に
、
ひ
な
人

形
に
素
麺
を
供
え
、
人
形
を
片
付
け

る
と
き
に
「
直
会
」
と
し
て
食
べ
て

も
ら
お
う
と
い
う
も
の
。
ひ
な
人
形

を
購
入
し
た
客
に
、こ
の
素
麺
を「
ひ

な
素
麺
」
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に
活

用
す
る
事
業
だ
。
こ
の
日
は
、
素
麺

と
セ
ッ
ト
に
す
る
器
の
件
、
ア
イ
コ

ン
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
議
論

さ
れ
た
。

　

ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
つ
い
て
は
、
同
会

の
メ
ン
バ
ー
で
決
定
し
た
同
じ
日
時

に
、
一
斉
配
信
す
る
具
体
的
な
内
容

が
話
し
合
わ
れ
た
。

藤
川
無
学
チ
ー
フ
と
尾
崎
貴
恵
さ
ん

の
四
名
も
出
席
し
た
。

　

祭
典
は
拝
殿
で
斎
行
さ
れ
た
。
修

祓
に
つ
づ
い
て
、
斎
主
一
拝
、
祝
詞

奏
上
、「
豊
栄
の
舞
」
の
神
楽
奉
奏

が
行
わ
れ
た
。
次
に
玉
串
奉
奠
、
寄

せ
ら
れ
た
人
形
類
の
魂
を
祓
い
清
め
、

感
謝
を
捧
げ
る
神
事
が
執
り
行
わ
れ

た
。

　

こ
の
事
業
は
、
同
協
会
が
日
本
郵

便
㈱
と
提
携
し
て
、
平
成
十
八
年
か

ら
実
施
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
か
ら
申
し
込
み

を
受
け
付
け
、
ゆ
う
パ
ッ
ク
を
利
用

し
て
集
荷
、
毎
年
十
月
中
旬
に
こ
の

感
謝
祭
を
執
り
行
っ
て
い
る
。
ハ
ウ

ス
メ
ー
カ
ー
各
社
の
協
力
に
よ
り
、

住
宅
購
入
者
向
け
会
報
誌
に
も
情
報

を
提
供
し
て
い
る
。

祭典の様子。写真上は斎主一拝、下
は巫女による「豊栄の舞」の奉奏
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（
一
社
）
日
本
人
形
協
会

会

員

情

報

〈
大
阪
支
部
〉

▼
㈱
久
宝
堂
は
十
月
、
役
員
を
左
記

の
よ
う
に
変
更
し
た
。

代
表
取
締
役
会
長　

又
𠮷
康
隆

代
表
取
締
役
社
長　

又
𠮷
康
夫

　

㈱
フ
ジ
キ
工
芸
産
業
は
十
月
十
六

日
㈬
・
十
七
日
㈭
の
二
日
間
、
東
京

都
中
央
区
の
「
日
本
橋
プ
ラ
ザ
」
三

階
に
て
、
盆
提
灯
新
作
商
談
会
を
開

催
。

　

今
年
は
〈「
故
人
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
」
を
か
た
ち
に
〉
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
新
作
を
多
数
発
表
。
都
市
型

仏
壇
に
合
う
、
洋
風
の
絵
柄
に
華
や

か
な
彩
を
取
り
入
れ
た
も
の
や
、
昨

年
発
表
以
来
、
好
評
を
博
し
て
い
る

ピ
ン
ク
の
帯
状
の
ラ
イ
ン
を
施
し
た

提
灯
の
新
作
と
し
て
、
紫
と
ピ
ン
ク

の
２
本
の
ラ
イ
ン
を
入
れ
た
も
の
な

ど
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る

商
品
群
が
揃
っ
た
。

　

な
か
で
も
注
目
を
集
め
た
の
は

「
愁
霊
燈　

メ
ッ
セ
ー
ジ
提
灯
」。

都
市
型
仏
壇
と
調
和
す
る

人
気
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

一
文
字
２
・
５
㎝
以
上
で
、
見
守
っ

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
”
な
ど
、
25

文
字
以
内
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
、
家
紋
も
入
れ
ら
れ
る
。
高
さ
は

約
70
㎝
と
約
57
㎝
の
二
種
類
用
意
。

　

ま
た
、
場
所
を
取
ら
ず
に
置
け
る

長
方
形
型
の
「
あ
か
り
モ
ダ
ン
」
シ

リ
ー
ズ
も
、
絵
柄
の
面
積
を
よ
り
大

き
く
し
、
よ
り
優
美
に
。
毎
年
評
判

の
「
ク
レ
マ
チ
ス
」
は
、
高
さ
70
㎝

の
紋
座
付
き
特
大
サ
イ
ズ
を
導
入
。

一
年
中
飾
っ
て
お
け
る
、
デ
ザ
イ
ン

性
の
高
い
一
品
に
仕
上
げ
た
。
同
シ

リ
ー
ズ
は
他
に
、「
梅
か
す
み
」「
曙

菊
」
な
ど
絵
柄
も
サ
イ
ズ
も
豊
富
に

展
開
し
て
い
る
。

愁霊燈メッセージ提灯

　

会
場
で
は
、
絵
描
き
職
人
に
よ
る

手
描
き
の
実
演
が
行
わ
れ
、
注
目
を

集
め
た
。
初
め
て
見
る
、
い
く
つ
か

の
火
袋
を
並
べ
順
に
部
分
を
描
い
て

い
く
工
程
に
、
見
入
る
来
場
者
が
あ

と
を
絶
た
な
か
っ
た
。

盆
提
灯
新
作
商
談
会

フ
ジ
キ
工
芸
産
業

① 各地のイベント情報
節句や人形に関するイベントの情報をお寄せください。
② 各種投稿　（旅行記、 体験談、 エッセイ等）
テーマは問いません。 節句人形業界について考えていることや、 旅の思い出、 趣味など。

「にんぎょう日本」では
皆さまからの各種ご投稿を募集しております。

〈問い合わせ＆原稿送付先〉 ・ ・ ・ 「にんぎょう日本」 編集室

〒 111-0052　東京都台東区柳橋 2-1-9 東商センター４階

☎ 03-3861-3950  FAX 03-3851-8248

 E-mail ： office@ningyo-kyokai.or.jp
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「
守
護
」
を
テ
ー
マ
に
展

示
会
を
開
催

久
月

　

㈱
久
月
は
九
月
三
十
日
㈪
か
ら
十

月
三
日
㈭
ま
で
、
令
和
二
年
度
新
作

五
月
人
形
展
示
会
を
台
東
区
柳
橋
の

本
社
で
開
催
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
守
護
」。「
獅し

狛は
く

之
大
鎧
」
は
、
兜
の
吹
き
返
し
と

鎧
の
袖
と
佩
楯
、
屏
風
に
勇
壮
な
獅

子
と
狛
犬
の
金
具
を
配
し
た
、
堂
々

た
る
風
格
を
感
じ
さ
せ
る
新
作
。
金

具
の
金
と
銀
の
組
み
合
わ
せ
が
豪
華
。

獅
子
と
狛
犬
は
、
対
で
神
社
な
ど
の

入
り
口
に
置
か
れ
る
守
護
の
役
割
を

持
つ
霊
獣
。
子
ど
も
の
〈
お
守
り
〉

第
43
回 

久
月
人
形
学
院
作
品
展

　

十
一
月
一
日
㈮
か
ら
三
日
㈷
の
三

日
間
、
本
社
二
階
・
三
階
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
令
和
元
年
記
念 

久
月
人

形
学
院
「
人
形
作
品
展
」
が
開
催
さ

れ
た
。

　

木
目
込
人
形
の
部
で
は
テ
ー
マ
を

統
一
せ
ず
、
各
教
室
ご
と
に
設
定
。

関
心
を
集
め
た
の
は
、
毎
年
大
作
を

制
作
し
て
い
る
大
塚
久
花
教
室
の

「
私
の
ア
リ
ス 

不
思
議
な
夢
の
冒

険
」。
周
知
の
『
不
思
議
の
国
の
ア

リ
ス
』
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
ら
れ
た
。

ト
ラ
ン
プ
の
兵
隊
、
イ
モ
ム
シ
、
チ

ェ
シ
ャ
猫
…
と
、
様
々
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
勢
揃
い
。
個
性
豊
か
な
作
品

群
に
し
ば
ら
く
の
間
見
入
る
人
が
後

右
が
獅
子

左
が
狛
犬

で
あ
る
鎧
兜
に
至
適
な
意
匠
だ
。
大

鎧
の
ほ
か
に
、
兜
セ
ッ
ト
も
用
意
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
展
示
会
限
定
品

と
し
て
発
表
さ
れ
好
評
を
博
し
た
、

「
天
」「
地
」「
人
」「
海
」
の
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
彩
を
ま

と
め
た
「
健

す
こ
や
か」
シ
リ
ー

ズ
も
披
露
。
今
年
も
大

い
に
来
場
者
の
注
目
を

集
め
た
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

十
店
舗
あ
る
直
営
店
の
、

各
々
独
自
の
情
報
を
紹

介
す
る
ペ
ー
ジ
が
追
加

さ
れ
た
。
下
部
に
は
各

店
の
セ
レ
ク
ト
商
品
を

載
せ
、
来
店
を
誘
う
工

夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「獅狛之大鎧」

「健」シリーズ

「
私
の
ア
リ
ス 
不
思
議
な
夢
の
冒
険
」

即
位
礼
正
殿
の
儀

を
表
し
た
「
慶
祝 

新
御
世
へ
」

押絵作品「万葉の花」

を
絶
た
な
か
っ
た
。

　

押
絵
の
部
で
は
、「
江
戸
の
物
売

り
」
と
「
花
い
ろ
い
ろ
」
が
テ
ー
マ
。

万
葉
集
に
詠
ま
れ
た
花
を
押
絵
に
し

た
「
万
葉
の
花
」
は
、
令
和
元
年
の

企
画
に
抜
群
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
披

露
と
な
っ
た
。
ま
た
、
ア
ク
リ
ル
板

に
押
絵
を
施
し
た
、
質
感
の
違
い
に

よ
っ
て
斬
新
さ
を
演
出
す
る
も
の
な

ど
も
披
露
さ
れ
た
。
こ
の
他
教
授
資

格
認
定
者
で
組
織
さ
れ
る
「
華
麗

会
」
の
メ
ン
バ
ー
の
秀
逸
な
作
品
や
、

学
院
生
が
一
生
懸
命
制
作
し
た
こ
と

が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
作
品
な
ど
、

約
三
百
点
以
上
が
展
示
さ
れ
た
。



31

ＮＥＷＳ

第
８
回 

に
ん
ぎ
ょ
う 

う
ら
ら
展　
伝
統
と
創
造
が
出
会
う
と
き吉

德

　

十
月
二
十
五
日
㈮
か
ら
十
一
月
三

日
㈷
ま
で
、
台
東
区
浅
草
橋
の
吉
德

浅
草
橋
本
店
一
・
三
・
四
階
に
て
、「
第

八
回 

に
ん
ぎ
ょ
う 
う
ら
ら
展
」（
主

催
／
市
松
人
形
「
啐
啄
の
会
」、
後

援
／
㈱
吉
德
・（
一
社
）
日
本
人
形

玩
具
学
会
）
が
開
催
さ
れ
た
。
今
年

は
初
め
て
、
本
店
に
先
が
け
て
札
幌

店
で
も
同
展
が
挙
行
さ
れ
た
。

　

本
店
で
は
、
前
半
を
十
月
二
十
九

日
㈫
ま
で
、
後
半
を
十
一
月
三
日
㈷

ま
で
と
し
て
、
創
作
人
形
の
展
示
替

え
を
実
施
。

　

一
階
は
十
月
二
十
五
日
㈮
か
ら
二

ちりめん細工のつまみかんざしワーク
ショップの様子。講師は海野則明氏

十
七
日
㈰
ま
で
、
博
多
人
形
特
集
と

し
て
、
伝
統
工
芸
士
で
あ
る
多
田
明

正
氏
の
「
土
の
華
」
展
を
開
催
。
伝

統
的
な
も
の
か
ら
斬
新
な
新
し
い
デ

ザ
イ
ン
の
も
の
ま
で
、
彩
色
と
造
形

の
美
し
い
博
多
人
形
が
展
示
さ
れ
た
。

　

三
階
で
は
、
市
松
人
形
師
七
名
、

創
作
人
形
作
家
十
九
名
（
前
半
十

人
・
後
半
九
人
）
の
約
三
百
点
の
作

品
が
並
ん
だ
。
さ
ら
に
、
東
西
の
ち

り
め
ん
細
工
作
家
三
名
に
よ
る
「
ち

り
め
ん
細
工
の
世
界
展
」、
市
松
人

形
の
衣
裳
用
の
「
古
裂
販
売
」、
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
「
お
人
形
の
着

干支も楽しむ「箱入り娘・
箱入り坊や」。抽選販売の
「箱入り娘」に「箱入り坊
や」が登場。４号（約14㎝）
の小さい市松人形。今年も
可愛い川北すピ子さん製作
の干支ねずみもセット

藤村光環氏の頭づくりの実演

市松人形師
▪藤村一門▪

藤村光環
二代 藤村紫雲

山崎明咲
▪松乾齋一門▪
三代 松乾齋東光

岩村 亮
▪味岡一門▪
二代 味岡映水

味岡寛樹

石川微美
堀 結美子
海野則明

ちりめん細工

物
・
小
物
販
売
」
と
、
企
画
が
充

実
。
毎
年
人
気
で
、
予
約
抽
選
に
多

く
の
応
募
が
あ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
、
人
形
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
作
り
な
ど

八
講
座
設
け
ら
れ
た
。

　

ま
た
十
一
月
三
日
㈷
に
は
、
人
形

遣
い
・
黒
谷
都
さ
ん
の
「
市
松
さ
ん

だ
っ
て
踊
り
た
い
⁉
」
と
題
し
た
特

別
講
演
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
、

藤
村
光
環
氏
が
特
別
に
制
作
し
た
市

松
人
形
を
黒
谷
さ
ん
が
操
る
、
と
い

創作人形作家
▪前半▪

稲邉智津子
松浦加代子
川北すピ子
水澄美恵子
山下沙衣
藤本晶子

松本みね子
fuyo doll

神原由利子
大野美香

▪後半▪
月見月
森 馨

丸 美鈴
ちゃお

井桁裕子
吉永たか代
大塩雅子

長谷川裕子
ゴトウユミコ

う
絶
好
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
堪
能
し
た
。

　

四
階
で
は
「
お
人
形
の
骨
董
市
」

を
併
催
。
こ
れ
は
郷
土
人
形
か
ら
人

間
国
宝
の
作
品
、
西
洋
人
形
な
ど
、

多
様
な
人
形
が
会
す
る
人
形
だ
け
の

骨
董
市
。
毎
年
楽
し
み
に
通
う
来
客

の
姿
も
見
ら
れ
た
。

　

作
家
と
直
接
ふ
れ
あ
え
る
一
年
に

一
度
の
大
事
な
機
会
に
、
連
日
根
強

い
フ
ァ
ン
な
ど
が
多
数
訪
れ
、
盛
況

の
う
ち
に
終
わ
っ
た
。　
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創
業
百
周
年
記
念

合
同
作
品
展
を
実
施

真
多
呂
人
形

　

本
年
、
創
業
百
周
年
を
迎
え
る
㈱

真
多
呂
人
形
。
十
月
十
九
日
㈯
か
ら

二
十
一
日
㈪
の
三
日
間
、
東
京
都
台

東
区
の
「
東
京
都
産
業
貿
易
セ
ン
タ

ー 

台
東
館
」
四
階
に
て
、
創
業
百

周
年
記
念
合
同
作
品
展
を
行
っ
た
。

　

同
社
は
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
、

初
代
金
林
真
多
呂
氏
に
よ
っ
て
創
業

さ
れ
た
。
真
多
呂
人
形
学
院
は
、
昭

和
四
十
一
（
一
九
六
六
）
年
に
開
校

さ
れ
た
木
目
込
人
形
専
門
校
。
こ
の

教
授
と
生
徒
の
合
同
作
品
展
は
、
五

年
ご
と
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
今
回

は
創
業
記
念
で
、
学
院
と
し
て
は
二

友人と連れ立って来る生徒や、
自分の作品の写真を撮る人など、
会場は大いににぎわった

年
後
の
令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
に
、

五
十
五
周
年
と
な
る
作
品
展
を
控
え

て
い
る
。

　

広
い
会
場
い
っ
ぱ
い
に
集
ま
っ
た

作
品
群
は
圧
巻
で
、
変
わ
っ
た
題
材

の
も
の
や
技
術
を
追
求
し
た
も
の
な

ど
多
彩
。
来
場
者
は
人
形
の
つ
く
る

世
界
観
に
魅
せ
ら
れ
な
が
ら
、
思
い

思
い
に
作
品
を
見
て
歩
い
て
い
た
。

　

ま
た
初
日
の
十
九
日
に
は
、
同
区

の
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
も
行
わ
れ
、
大
盛
況
の
う
ち

に
終
わ
っ
た
。

「大国主命」理事長 三世 金林真多呂

▼「梅花の宴（合同
作品）」 三世 金林真
多呂・金林真一朗

　
（
一
社
）
日
本
の
節
句
文
化
を
継

承
す
る
会
（
徳
永
深
二
会
長
）
は
十

月
十
八
日
㈪
、
福
岡
市
博
多
区
の
Ｔ

Ｋ
Ｐ
博
多
駅
筑
紫
口
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
九
州
支
部
「
未
来

へ
の
懸
け
橋
」
構
築
事
業
を
実
施
し

た
。

　

冒
頭
、
日
本
人
形
協
会
九
州
支
部

青
年
部
長
の
福
永
良
太
氏
が
挨
拶
。

つ
い
で
、
柴
崎
稔
専
務
理
事
の
進
行

の
も
と
座
談
会
が
開
始
さ
れ
た
。

　

議
題
は
「
五
節
句
の
理
念
や
本
質

に
つ
い
て
」。
上
辺
、
カ
タ
チ
よ
り

理
念
や
本
質
を
重
視
す
る
若
い
世
代

に
こ
そ
、
節
句
の
本
質
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
べ
き
な
ど
、
白
熱
し
た
議
論
が

展
開
さ
れ
た
。
優
先
事
項
と
し
て
挙

げ
ら
れ
た
の
は
、
業
界
内
の
意
見
や

見
解
の
統
一
化
で
あ
る
。

　

閉
会
の
挨
拶
は
支
部
長
の
青
木
資

行
氏
。「
九
州
が
一
丸
と
な
り
、
節

句
文
化
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
締
め
た
。
柴
崎
専
務
理
事
は

「
今
後
の
展
開
に
大
い
に
期
待
が
持

て
る
と
確
信
い
た
し
ま
し
た
」
と
感

想
を
述
べ
た
。　

未
来
へ
の
懸
け
橋

構
築
事
業 

九
州
支
部
編

（
一
社
）日
本
の
節
句
文
化
を　

継
承
す
る
会


